
平
成

22年
国
民
健
康
保
険
法
改
正
に

よ
り
、
市
町
村
運
営
の
国
保
を
県
単
位

に
す
る
た
め
、
県
は
平
成

25～

27年
度

ま
で
を
期
間
と
す
る
「
第
２
次
広
域
化

等
支
援
方
針
」
を
策
定
中
で
す
。
県
知

事
の
諮
問
機
関
は
、
「
国
保
広
域
化
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
な
く
し
て

い
く
た
め
」
な
ど
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
国
保
広
域
化
で
法
定
外
繰
入

（
赤
字
補
填
な
ど
）
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
の
国

保
税
値
上
げ
額
は
ど
れ
位
に
な
る
の
か
？
、

ま
た
国
が
実
施
し
て
き
た
国
庫
支
出
金

の
削
減
状
況
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

保
健
医
療
部
長
は
１
人
当
た
り
、
約

１
万
２
４
０
０
円
増
額
に
な
る
。
国
保

総
収
入
に
占
め
る
国
庫
支
出
金
割
合
は

昭
和

59年
度

49･
８
％
だ
っ
た
が
平
成

21年
度
は

24･
７
％
で
半
減
し
て
い
る
と

答
弁
。
私
は
、
国
庫
負
担
の
削
減
が
国

保
財
政
を
悪
化
さ
せ
、
各
市
町
村
が
法

定
外
繰
入
を
行
っ
て
い
る
。
国
保
広
域

化
は
中
止
す
べ
き
だ
、
市
は
国
に
対
し

て
国
保
へ
国
庫
支
出
金
を
増
や
す
よ
う

強
く
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
市
長
に

見
解
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、
「
国

保
は
最
後
の
砦
、
社
会
保
障
の
機
能
を

有
し
、
広
域
化
に
つ
い
て
は
最
終
的
な

責
任
は
国
が
負
う
べ
き
で
あ
る
」
な
ど

と
答
え
ま
し
た
。

地
籍
調
査
の
有
無
が
復
興
を
左
右

地
籍
調
査
は
一
筆
ご
と
の
土
地
の
所

有
者
、
地
目
、
境
界
な
ど
を
調
査
し
地

籍
図
、
地
籍
簿
に
ま
と
め
る
作
業
で
す
。

国
交
省
は
東
日
本
大
震
災
で
土
地
の
境

界
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
調
査
の
有
無
が
震
災
後
の
復
興
を
左

右
す
る
と
指
摘
。
私
は
必
要
な
人
員
増
、

予
算
措
置
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

国
保
広
域
化
で
１
人
１
万
２
４
０
０
円
値
上
げ

本
山

修
一

議
員

の
一

般
質

問
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ま
ち
に
は
買

い
物
客
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
華
や
ぐ

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

川
合
市
政
２
期
目
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
私
た
ち
日
本
共
産
党
議
員
団
は
負

担
増
を
く
い
と
め
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
り
向
上
さ
せ
て
い
く
立
場
か
ら
議
案

質
疑
や
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
は
市
長
の
「
市
政
方
針
」
に
つ
い
て

代
表
質
疑
を
行
い
、
１
期
目
で
実
施
し

た
よ
う
な
市
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す
る

よ
う
な
負
担
増
を
今
後
も
行
う
の
か

聞
き
ま
し
た
。
市
長
は
「
ご
み
有
料
化

問
題
が
あ
り
…
見
よ
う
に
よ
れ
ば
負
担

増
に
見
え
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
次
の
よ
う

な
問
題
点
を
指
摘
し
、
新
年
度
予
算
案

に
は
反
対
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
の
状
況
は
依
然
と
し
て
深

刻
で
、
市
民
税
も
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
で
は
公
共
事
業
な
ど
投
資

的
経
費
の
比
重
が
高
く
、
そ
の
財
源
は

交
付
税
と
市
債
に
よ
る
も
の
。
公
債
費

負
担
が
高
く
な
っ
て
お
り
予
算
の
使
い

道
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
も
の
で
健
全
な

財
政
運
営
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
依
然
と

し
て
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に
め
ど

が
た
た
ず
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の

拡
充
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
市
独
自
の
少

人
数
学
級
が
事
実
上
取
り
払
わ
れ
ま
す
。

学
童
保
育
料
は
千
円
値
上
が
り
し
ま
す
。

公
共
工
事
の
設
計
、
積
算
、
監
理
に
つ

い
て
妥
当
性
の

検
証
が
不
十
分

で
あ
る
な
ど
多

く
の
問
題
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。

市
長

２
期

目
の

負
担

増
は

ご
み

有
料

化

!?
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市
民
の
苦
し
い
生
活
実
態
に
心
を

寄
せ
た
市
政
運
営
を

今
、
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
進
展
と
と
も

に
産
業
の
空
洞
化
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
の
状
況

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

事
業
所
数
な
ど
が
図
の
よ
う
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
商
店
街
へ
の
支
援
、
国
内
外

へ
の
販
路
拡
大
の
支
援
や
小
規
模
工
業

団
地
の
整
備
、
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

を
望
む
声
が
あ
り
地
域
が
元
気
に
な
る

よ
う
な
中
小
企
業
支
援
策
を
実
行
す
る

よ
う
市
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

副
市
長
は
、
販
路
拡
大
で
は
ビ
ジ
ネ

ス
モ
ー
ル
に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
を
張
る
こ
と
や
優
れ
た
工
業

製
品
を
（
仮
称
）
小
江
戸
川
越
も
の
づ

く
り
ブ
ラ
ン
ド
と
認
定
し
て
全
国
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
事
業
、
市
内
工
業
団
地
に
空
き
が

出
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
の
情
報
を
公
開

し
て
い
き
た
い
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

山
王

塚
古

墳
を
国

指
定

に

大
塚
一
丁
目
に
あ
る
山
王
塚
古
墳

は
全
国
の
中
で
も
一
番
大
き
な
上
円

下
方
墳
で
す
。
２
月
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
国
指
定
に
向
け
た

第
一
歩
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
公
園

化
に
つ
い
て
も
市
長
か
ら
「
検
討
し
た

い
」
と
答
弁
が
あ
り
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
が
元
気
に
な
れ
る
中
小
企
業
支
援
策
を

川
口

と
も

こ
議

員
の

一
般

質
問

定
例
市
議
会
は
２
月

26日
か
ら

３
月

26日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
案

の

29議
案
、
追
加
提
案
の
人
事
案

件
９
件
、
請
願
１
件
、
議
会
提
出
の

議
案
３
件
、
決
議
１
件
、
意
見
書
１

件
な
ど
を
可
決
。
公
契
約
条
例
は

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
震
災
へ
の
対
策

を
名
目
に
均
等
割
を
増
税
す
る
市

税
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成

25年

度
一
般
会
計
予
算
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
反
対
。
川

越
駅
西
口
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
請
負
契

約
は
、
審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
退
席
し
ま
し
た
。

公
契

約
条

例
は

再
度

継
続

に

昨
年
９
月
議
会
で
提
案
さ
れ
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
公
契
約
条
例
案

は
、
政
策
検
討
会
議
を
も
う
け
、

事
業
者
、
労
働
者
か
ら
の
意
見
聴

取
、
先
進
地
の
視
察
な
ど
を
行
い
論

議
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

条
例
の
早
期
成
立
を
求
め
る
署

名
が

約約 約約
３３ ３３
万万 万万

筆筆 筆筆
寄
せ
ら
れ
て
い
る
一

方
、
業
界
団
体
か
ら
は
条
例
案
の

白
紙
撤
回
も
含
め
反
対
す
る
声
も

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

政
策
検
討
会
議
は
、
入
札
制
度

の
改
革
な
ど
市
へ
の
意
見
と
と
も
に

修
正
案
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
上
程
さ
れ
た
こ
と
も
踏

ま
え
て
今
後
の
方
向
性
は
議
会
運

営
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

被
災
者
支
援
の
具
体
的
対
策
を

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者

支
援
法
」
に
基
づ
く
具
体
的
施
策

の
早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
が
全
会
一
致

で
可
決
。
法
に
基
づ
く
「
基
本
方

針
」
の
策
定
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の

意
見
書
を
国
の
各
機
関
あ
て
に
提
出

し
ま
し
た
。

決
議
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
に
よ
る
三
度
目
の
核
実
験
に

抗
議
す
る
も
の
で
す
。

被
災

者
や
市

民
の
願

い
国

会
へ
届

け
！

地域や現場の声を市政に反映させる力になる

市
政

こ
ん
だ
ん
会

と
き
…
５
月

19日
（
日
）

13時

30分
～

と
こ
ろ
…
女
性
会
館
３
階

（
脇

田
新
町

10-２
）

主
催

…
日

本
共

産
党

議
員

団

33330000444444448888

9999333388887777

22221111666611116666

8888777711113333
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政
府
は
新
年
度
に
生
活
保
護
基
準
を

大
幅
に
引
下
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。
生

活
扶
助
の
引
下
げ
、
就
労
支
援
の
強
化
、

不
正
受
給
へ
の
厳
正
な
対
処
、
医
療
扶

助
の
適
正
化
が
主
な
内
容
。
デ
フ
レ
で

物
価
が
下
が
っ
た
か
ら
と
し
て
い
ま
す

が
、
円
安
で
物
価
が
上
が
り
、
増
税
・

負
担
増
で
支
出
は
逆
に
増
え
て
い
ま
す
。

専
門
家
の
意
見
も
無
視
し
た
乱
暴
な
引

下
げ
は
道
理
が
な
く
、
デ
フ
レ
も
さ
ら

に
加
速
す
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

利
用

で
き

な
く

な
る

制
度

も

生
活
保
護
基
準
は
、
市
民
税
の
非
課

税
限
度
額
を
は
じ
め
、
保
育
料
、
国

保
税
ほ
か
各
種
の
減
免
制
度
、
介
護
保

険
料
、
就
学
援
助
な
ど
あ
ら
ゆ
る
制

度
に
影
響
し
、
引
下
げ
で
利
用
で
き
な

く
な
る
世
帯
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
国

か
ら
具
体
的
な
中
身
が
示
さ
れ
ず
影

響
範
囲
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

必
要

な
人

が
利

用
し

て
い

な
い

市
民
税
非
課
税
の
方
が
約
８
万
８
千

人
い
る
な
ど
市
民
の
多
く
は
低
所
得
で

す
。
必
要
な
人
が
利
用
し
て
い
な
い
状

況
を
放
置
し
て
基
準
を
引
下
げ
る
の
は

本
末
転
倒
と
指
摘
。
市
は
「
生
活
保

護
を
受
け
ず
に
生
活
し
て
い
る
人
の
多

さ
を
認
識
し
て
い
る
。
申
請
の
意
思
が

示
さ
れ
た
場
合
、
申
請
権
を
侵
害
し
な

い
よ
う
努
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

小
畔

川
の

環
境

と
利

活
用

小
畔
川
に
は
今
で
は
希
少
種
と
な
っ

た
メ
ダ
カ
を
は
じ
め
豊
か
な
環
境
が
あ

り
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
地
域
の

方
々
も
多
く
利
用
し
ま
す
。
市
の
計
画

等
で
は
自
然
と
ふ
れ
あ
う
水
辺
と
し
て

保
全
・
活
用
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
・
県
の
整
備
に
も
市
の
計
画
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

生
活
保
護
引
下
げ
で
甚
大
な
影
響

か
き

た
有

一
議

員
の

一
般

質
問

現
在
、
い
じ
め
問
題
や
傷
害
・
暴
力

事
件
な
ど
、
教
育
現
場
は
大
変
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
根
底
に
は
、
貧
困

と
格
差
の
広
が
り
や
家
庭
の
事
情
な
ど

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
は
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
に

は
、
児
童
生
徒
が
教
職
員
に
悩
み
を
打

ち
明
け
ら
れ
る
信
頼
関
係
が
重
要
で
あ

り
、
教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
が
向
き
合
え
る
時
間

の
確
保
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
学
校
教
育
と
社
会
の
構
築
が
大
切
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。

就
学
援

助
拡
充

は
引
続

き
検

討
私
は
、
保
護
者
の
金
銭
的
な
支
援
と

な
る
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

質
問
。
市
は
、
就
学
援
助
の
認
定
者
数

は
平
成

15年
度
小
中
学
校
合
計
３
５
３

４
人
、
平
成

20年
度
は
４
３
４
７
人
と

大
幅
に
伸
び
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
、
「
就
学
援
助
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
」
を
分
か
り
や
す
く
工
夫
出
来

な
い
か
質
問
。
市
は
、
モ
デ
ル
世
帯
を

載
せ
る
な
ど
お
知
ら
せ
を
改
善
し
て
い

く
と
答
弁
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、

生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
支
給
項
目

を
拡
大
で
き
な
い
か
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

市
は
試
算
す
る
と
約
８
６
１
５
万
円
に

な
り
、
支
給
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
動

向
や
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え
て
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

運
動

広
場
の

開
放
日

周
知

を

高
階
運
動
広
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

毎
週
月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
の
午

後
２
時

30分
か
ら
５
時
ま
で
を
予
約
対

象
を
外
し
開
放
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
べ
る
よ
う
に
、
開
放
日
の
看
板

を
設
置
、
市
民
に
周
知
す
る
よ
う
に
提

案
。
市
は
、
公
共
施
設
や
市
掲
示
板
を

活
用
し
隣
接
す
る
公
園
案
内
と
併
せ
て

周
知
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
学

校
教
育

の
充
実

を

こ
ん

の
英

子
議

員
の

一
般

質
問

住民の切実な要求実現に粘り強く取組む 日本共産党
●
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー

昨
年

10月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
中

央
図
書
館
前
の
川
越
し
ご
と
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
、

ミ
ニ
面
接
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
１
５
３

７
件
、
紹
介
件
数
１
３
４
７
件
、

就
職
件
数
１
０
２
件
で
す
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

●
中
小
企
業
振
興
条
例
検
討

地
域
産
業
の
健
全
な
成
長
発
展

を
図
る
た
め
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

17年

前
か
ら
市
に
要
請
し
て
い
ま
し
た
。

●
保

育
園

２
園

オ
ー

プ
ン

４
月
か
ら

60名
定
員
の
法
人
園

が
２
園
オ
ー
プ
ン
。
今
年
度
は
、

南
大
塚
と
笠
幡
に

60名
定
員
の
法

人
園
が
２
園
と
既
存
の
保
育
園
が

15名
分
増
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
家
庭
保
育
室
の
保
育
料
軽

減
を
増
額

保
育
料
軽
減
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
低
所
得
者
階
層
が
昨
年
度
よ

り
千
円
増
額
さ
れ
ま
す
。

●
小
中
学
校
ト
イ
レ

汚
い
臭
い
ト
イ
レ
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

川
越
第
一
小
、
仙
波
小
、
高
階
北

小
、
高
階
小
、
大
東
西
小
、
名
細

小
、
東
中
、
大
東
中
な
ど
計

14校

に
お
い
て
１
系
統
を
改
修
し
ま
す
。

●
小
中
学
校
大
規
模
改
造

築

30年
を
経
過
し
て
い
る

34校

の

86棟
を
新
年
度
か
ら

10年
か
け

て
外
壁
改
修
や
屋
根
防
水
な
ど
の

大
規
模
改
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

新
年
度
は
城
南
中
、
初
雁
中
、
南

古
谷
小
、
大
東
東
小
で
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
制
度

国
の
制
度
で
準
備
型
と
経
営
開

始
型
と
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、
最

長
５
年
間
給
付
の
経
営
開
始
型
を

今
年
度
３
人
分
の
４
５
０
万
円
を

予
算
化
し
ま
し
た
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
拡
充

昨
年
度
よ
り
約
３
０
０
万
円
増

額
さ
れ
１
８
０
０
万
円
に
。
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
も
図
ら
れ
ま
す
。

屋
根
、
外
壁
、
水
回
り
等
の
改
修

工
事
費
用
の
５
％
、
限
度
額
８
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
型
交
通

実
証
実
験
へ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
見
直
し
に
伴
い
、

芳
野
公
民
館
、
久
下
戸
公
民
館
を

経
由
す
る
隔
日
運
行
の

41～

43系

統
が
廃
止
さ
れ
、
対
象
地
域
に
デ

マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

●
商
店
街
空
き
店
舗
に
補
助

市
商
店
街
等
空
き
店
舗
情
報
登

録
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
場
合
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
が
ん
検
診
土
・
日
に
拡
大

利
用
し
や
す
い
検
診
を
と
質
疑
。

１
期
・
２
期
・
３
期
で
各
１
回
総

合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
土
曜
の
検
診

を
実
施
。
乳
が
ん
検
診
の
土
曜
実

施
へ
。
胃
が
ん
健
診
は
土
日
継
続
。

●
緊
急
輸
送
道
路
の

沿
道
建
物
の
耐
震
化
に
補
助

県
耐
震
促
進
計
画
に
明
記
さ
れ

た
県
道
以
上
の
耐
震
化
を
行
う
建

物
に
対
し
、
費
用
の
２
／
３
、
３

０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

●
内
方
線
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

視
力
障
害
者
に
対
応
し
た
内
方

線
点
字
ロ
ッ
ク
が
Ｊ
Ｒ
・
東
上
線

川
越
駅
、
川
越
市
駅
、
本
川
越
駅

ホ
ー
ム
に
設
置
済
み
。
今
年
度
も

東
上
線
駅
ホ
ー
ム
に
整
備
予
定
。

例…男子トイレ（月越小学校） 川越駅近くにオープンした保育園

市内で田植えの様子
東上線川越駅ホーム

内方線


